
試験研究成果普及情報 

[目的及び背景] 

 酪農経営において規模拡大指向が強い現在、県内でも、多頭化による労働生産性の向上や所得増加を目的にフリーストール
牛舎・ミルキングパーラー(FS・MP)の導入が進展しているが、この方式は多額な資金が必要と言われている。 

 そこで、FS・MPを導入して規模拡大した酪農家の経営と投資額の調査を実施し、機械施設等への資本投資の経済性を評価し
た。 

[成果内容] 

 FS・MPを導入した農家20戸の経営概況及び規模拡大投資額・経営収支等について個別面接方式で平成11年２月～６月
に調査を実施して、FS・MP導入前及び導入後の収益性を比較し、投資による増収の効果を測定した。 

 方法としては、投資後のキャッシュフロー(CF)増分を投資時点の現在価値に割引評価し、その割引現在価値の総額を
資本回収見込額とし、これが投資額を上回るかを算出する「割引現在価値法」を使用した。これをもとに、「現在価値
法」・「内部収益率法」・「資本回収期間法」の方法で、設備投資の経済性を検討したところ、全体ではFS・MPの経済
的有効性が評価できた。しかし、経営間の較差が大きく、投資が回収できないと見込まれた経営は４割あり、導入後間
もない増頭途中の経営、予定より増頭数が少ない経営、投資額の大きい経営等に見受けられ、設備投資の危険性も伺え
た。 

 １.現在価値法で、回収見込額は投資額を295万円上回った。 

 ２.内部収益率は5.1％であり、平均利子率の3.1％を上回っていた。 

 ３.資本回収期間(簡便法)は13.1年であり、総合耐用年数の12.7年をやや超しているに留まった。しかし、金利を考
慮した厳密な回収期間法では75.8年であり、総合耐用年数を大幅に超していた。 

[留意事項] 

 今回の投資効果計算では、調査時点での一時点の所得とFS・MP導入以前の所得との比較から試算をし毎年の現金収入
と現金支出は一定としたもので長期間の厳密なキャッシュフローの集計ではないため、現実とは誤差があるので、注意
しなければならない。 

[普及対象地域]  県下全域   

[行政上の措置]   

[普及状況] 

[成果の概要] 

部門 経営 対象 普及 

課題名：フリーストール牛舎・ミルキングパーラーへの設備投資の経営経済的評価 

[要約]フリーストール牛舎・ミルキングパーラー(FS・MP)を導入して規模拡大した酪農家の経営と投資額の調
査を実施し、「現在価値法」・「内部収益率法」・「資本回収期間法」の方法で、設備投資の経済性を検討し
た。FS・MPへの投資は経済的に妥当であると評価できる。 

キーワード(専門区分) 経営 (研究対象) 家畜類－乳用牛 

(フリーキーワード)フリーストール牛舎、ミルキングパーラー、規模拡大、投資 

実施機関名  (主査)畜産センター 経営研究室 

(協力機関) 

(実施期間)1998年度～2000年度 
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